
石川県立大聖寺高等学校

主担当 現　状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考

【成果指標】 目標時間を達成している生徒の割合が 平成２７年度

　　Ａ　７０％以上である。 １年　５６％

　　Ｂ　６０％以上である。 ２年　６２％

　　Ｃ　５０％以上である。 ３年　６８％

　　Ｄ　５０％未満である。 平均　６１％

【努力指標】 １学期と同程度の生徒の割合が 平成２７年度

　　Ａ　７０％以上である。 １年　５０％

　　Ｂ　６０％以上である。 ２年　４１％

　　Ｃ　５０％以上である。 ３年  ８３％

　　Ｄ　５０％未満である。 平均　５８％

【満足度指標(生徒)】

　　Ａ　７５％以上である。

　　Ｂ　６５％以上である。

　　Ｃ　５５％以上である。

　　Ｄ　５５％未満である。

【満足度指標（生徒）】 効果があると考えている生徒の割合が 平成２７年度

　　Ａ　８０％以上である。 １年　８２％

　　Ｂ　６０％以上である。 ２年　７８％

　　Ｃ　４０％以上である。 平均　７９％

　　Ｄ　４０％未満である。

進路指導課 【満足度指標（生徒）】 効果的に作用していると評価する生徒の割合が

各教科 　　Ａ　８５％以上である。

３年学年団 　　Ｂ　７５％以上である。

　　Ｃ　６５％以上である。

　　Ｄ　６５％未満である。

進路指導課 【満足度指標（生徒）】
進路を考える上で「総合的な学習の時間」が
参考になったと思う生徒の割合が

学年団 　　Ａ　９０％以上である。

教務課 　　Ｂ　８０％以上である。

　　Ｃ　７０％以上である。

　　Ｄ　７０％未満である。

進路指導課 【満足度指標（生徒）】
進路を考える上で担任との面談が参考に
なったと思う生徒の割合が

「役立っている」「もっと
相談したい」の割合が

学年団 　　Ａ　９０％以上である。 １年：９５．０％

　　Ｂ　８０％以上である。 ２年：８７．８％

　　Ｃ　７０％以上である。 ３年：８９．３％

　　Ｄ　７０％未満である。 平均：９０．６％

進路指導課 【成果指標】 国公立大学合格者数が

3年学年団 　　Ａ　６０人以上である。
教務課 　　Ｂ　５０人以上である。

各教科 　　Ｃ　４０人以上である。

　　Ｄ　４０人未満である。

【成果指標】 金沢大学合格者数が

　　Ａ　１５人以上である。

　　Ｂ　１０人以上である。

　　Ｃ　５人以上である。

　　Ｄ　５人未満である。

⑦ 大学合格者数の数値目標を達成す
る。

国公立大学４年制看護推薦
入試は不調であった。加え
て、一般入試で理系がセン
ター試験で苦戦したため国
公立大学の出願数が減り、
２次学力の弱さもあり、国公
立大学合格者総数は前年度
比９名減であった。金沢大学
の合格者数も２次学力の弱
さが響き８名に止まり、目標
には届かなかった。

Ｃ，Ｄが出た場合、主
管課で原因を分析し、
実施方法を再検討す
る。

平成29年３月末に結
果が判明する。

昨年度実績は４５名。

国公立大学合格者数
が本校の進路指導の
評価の一つとなってい
る。

Ｃ，Ｄが出た場合、主
管課で原因を分析し、
実施方法を再検討す
る。

平成29年３月末に結
果が判明する。

昨年度実績は８名。

地元の金沢大学合格
者数が本校の進路指
導の評価の一つと
なっている。

⑥ 個人面談等を通して生徒理解に努
め、個々の生徒に応じた進路指導
を行う。

ホームルームにおける進路
学習や進路志望調査、模試
結果等を参考資料として、昼
食時間や放課後、休憩時間
等、寸暇を惜しんで実施して
いる。

Ｃ，Ｄが出た場合、主
管課で原因を分析し、
実施方法を再検討す
る。

担任との面談が自分
の進路目標設定や進
路実現に有効である
と考えている。

④

学年平均は、３学年とも目標
の学習時間を達成している
が、達成している生徒の割
合が低い。一律的な目標の
見直しも含め全体的な底上
げを図る必要がある。

全体に学期中の学習時間が
少なく、低い次元で推移して
いると言える。休業中でも意
欲を喚起でき、継続できる取
り組みが必要である。

家庭学習時間調査を通じて、生徒
の学習状況を把握するとともに、学
年団と連携して各種課題提出の徹
底を図ることにより、家庭学習習慣
の確立に努める。

①

具体的取り組み

⑤ 「総合的な学習の時間」における、
大学や学部･学科研究等を通して、
上級学校や職業について学ぶ。

キャリア教育を推進すること
で、進路意識の高揚を図り、
学習意欲向上につなげてい
る。ホーム副担任を主担当と
しながらも、担任の関与を増
やすことで、より大きな効果
が生まれるように努めてい
る。

教務課
各学年団
各教科

教務課
各教科

教務課
各教科

１，２年学年
団

放課後補習を効果的に実施し、大
学入試に対応できる基礎学力の定
着と応用力の育成を図る。

総体終了以後、原則進学希
望者全員が参加する形式で
補習授業を実施している。出
来る限り習熟型の講座編成
を行うことで、個々の生徒の
学力向上を目指している。

１　授業力を向上させ、生徒の知的好奇心を喚起し、自ら学ぶ姿勢を涵養することで、進路志望の実現を図る。
　　　　実現を図る。

Ｃ，Ｄが出た場合、主
管課で原因を分析し、
実施方法を再検討す
る。

平成２８年度　自　己　評　価　計　画　書

Ｃ，Ｄが出た場合、主
管課で原因を分析し、
実施方法を再検討す
る。

1日平均の家庭学習
時間を1年生120分、2
年生120分、3年生220
分とする。

Ｃ，Ｄが出た場合、主
管課で原因を分析し、
実施方法を再検討す
る。

夏季休業中(７・８月)
の学習時間を１学期
(４～６月)と同程度（９
０％以上）に維持す
る。

Ｃ，Ｄが出た場合、主
管課で原因を分析し、
実施方法を再検討す
る。

　
生徒実態調査(Ｈ
28.10実施)で確認す
る。

昨年度実績は１,２年
平均で８１.５％。

副担任と担任が連携
し、将来の進路目標を
設定するための説明
や指導が十分になさ
れている。

　
生徒実態調査(Ｈ
28.10実施)で確認す
る。

     昨年度実績
        ７２.６％。

放課後補習は受験学
習に効果的に作用し
ている。

② 中高交流研究授業、探究スキル育
成プロジェクト、校内公開授業など
諸研究授業の実践・参観および研
究協議会を通じて、教科指導法等
の技能を高め、生徒の思考力の向
上に努める。

80％程度の達成率で、ほぼ
全ての授業で生徒がより深く
考える機会が得られたと答
えたが、何が基礎的で何が
発展的かを理解していない
結果と思われる。具体的な
アンケート項目に改善する
必要がある。

Ｃ，Ｄが出た場合、主
管課で原因を分析し、
実施方法を再検討す
る。

③ 土曜補習（Sゼミ）を効果的に実施
し、学習における基礎基本の定着を
図る。

担当人数を増やすことは難
しいため、授業内容等の更
なる工夫が必要である。継
続的な注意が必要である。

Ｃ，Ｄが出た場合、主
管課で原因を分析し、
実施方法を再検討す
る。

授業の中で発展的な内容を扱い、「深く知りたい
と思う機会」が得られたという生徒の割合が 平成２７年度

国語８５％ 地公８０％
数学８４％ 理科８０％
保体８４％ 英語８３％

平均８２％

授業の中で、発展的
な内容に踏み込んで、
より深く考える機会を
もち、学習に対する刺
激を与えてくれる。

土曜補習（Sゼミ）は学
習意欲の喚起、基礎
学力の養成に効果が
あると考えている。



２　部活動の内容を充実させ、活性化を図り、文武両道を目指す。
主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考

【成果指標】 満足している１年生の割合が

　　Ａ　８０％以上である。

　　Ｂ　６０％以上である。

　　Ｃ　４０％以上である。

　　Ｄ　４０％未満である。

【成果指標】 県高校総体順位が

　　Ａ　２５位以上である。

　　Ｂ　２６位～３０位である。

　　Ｃ　３１位～３５位である。

　　Ｄ　３６位以下である。

３　挨拶の励行及び規範意識、マナー意識の高揚を図る。
主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考

【満足度指標（保護者）】 向上したと感じている保護者が

生活指導課 　　Ａ　９０％以上である。

学年団 　　Ｂ　７０％以上である。

　　Ｃ　６０％以上である。

　　Ｄ　６０％未満である。

【努力指標】 全体の１日平均の遅刻者数が

生活指導課 　　Ａ　０．５人以下である。

学年団 　　Ｂ　１人以下である。

　　Ｃ　３人以下である。

　　Ｄ　３人を超える。

４　郷土に誇りを持ち、郷土に貢献できる生徒の育成を図り、地域に愛される学校づくりを進める。
主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 集計結果 備考

【満足度指標（生徒）】 興味関心をもって巡ることができた生徒が 昨年度は地域探訪は

　　Ａ　９０％以上である。 「良かった」：67％

　　Ｂ　７０％以上である。 「ふつう」　    ：33％

総務課 　　Ｃ　５０％以上である。１年学年
団 　　Ｄ　５０％未満である。 生徒のアンケート結果

【満足度指標（生徒）】 郷土への理解が深まり愛着を感じる生徒が

　　Ａ　９５％以上である。

　　Ｂ　８５％以上である。

　　Ｃ　７０％以上である。

　　Ｄ　７０％未満である。 生徒のアンケート結果

② 【満足度指標（生徒）】
ボランティア活動に参加して、ボランティア活動に
今後も参加していきたいと感じる生徒の割合が

総務課 　　Ａ　９０％以上である。

学年団 　　Ｂ　７０％以上である。

　　Ｃ　５０％以上である。

　　Ｄ　５０％未満である。

【成果指標】 地域や中学校と連携し、活動を行った部活動が

　　Ａ　２５部（８３％）以上である。

　　Ｂ　２０部（６７％）以上である。

　　Ｃ　１５部（５０％）以上である。

　　Ｄ　１５部（５０％）未満である。

③ 部活動を通して地域や中学校との
連携を図り、地域に愛される学校づ
くりを目指す。 生徒会

指導課

平成２７年度は２１部が、地
域のボランティア活動や中
学校との合同練習を行って
いるが、地域や中学校に活
動が十分認知されていない
のが現状である。

Ｃ，Ｄが出た場合、主
管課で原因を分析し、
実施方法を再検討す
る。

昨年度は２１の部活
動が地域または中学
校と連携して活動し
た。

全３０の部活動が年１
回以上、地域や中学
校と連携し、活動を行
う。

山林ボランティアや地域清掃活動な
ど、地域に貢献する取り組みに積極
的に参加する。

学校全体としては、さまざま
な取り組みを行っており、参
加する生徒も増加している
が、より多くの生徒が主体的
にボランティアに取り組む必
要がある。

Ｃ，Ｄが出た場合、主
管課で原因を分析し、
実施方法を再検討す
る。

昨年度は6月5日の地
域清掃ボランティアに
2年学年が参加。さまざまな地域ボラン

ティア活動に積極的に
参加しようとする心を
育む。

山林ボランティア、7
月（26名）10月（23名）
参加。

設定されたコースを興
味・関心をもって巡る
ことができる。

Ｃ，Ｄが出た場合、主
管課で原因を分析し、
実施方法を再検討す
る。

郷土の歴史・文化に
ついて理解が深まり、
郷土に愛着を感じる。

① 郷土独自の歴史や文化を知り、郷
土に対する親しみや誇りを持つよ
う、地域探訪を計画・実施する。

郷土の伝統文化に触れる機
会が少ないために、それら
に対する興味・関心が乏し
い。

Ｃ，Ｄが出た場合、主
管課で原因を分析し、
実施方法を再検討す
る。

昨年度は理解が「か
なり深まった」：23％

「それなりに深まっ
た」：73％

具体的取り組み

② 遅刻の管理をし、基本的生活習慣
の確立をさらに推し進め、学習環境
を充実させる。

継続した遅刻指導で年々遅
刻者は減少しているが、遅
刻者が固定化しているなど、
課題もある。基本的生活習
慣の確立のためにも、遅刻
指導は徹底していきたい。

Ｃ，Ｄが出た場合、主
管課で原因を分析し、
実施方法を再検討す
る。

平成２３年度　２．８人
平成２４年度　３．３人
平成２５年度　１．３人
平成２６年度　０．７人
平成２７年度　０．５人

１日の平均遅刻者数
が１人以下になること
を目指す。

具体的取り組み

① 登校指導や挨拶運動などを通して、
挨拶の励行及び正しい制服の着こ
なしと規範意識、マナー意識の高揚
を図る。

交通マナーやＪＲ乗車マ
ナー、服装容儀、挨拶にお
いて年々向上していると感じ
られるが、さらなる指導の必
要性が感じられる。

Ｃ，Ｄが出た場合、主
管課で原因を分析し、
実施方法を再検討す
る。

平成２３年度　５２％
平成２４年度　７１％
平成２５年度　７４％
平成２６年度　８３％
平成２７年度　８４％

規範意識、マナー意
識が向上したと感じ
る。

昨年度生活実態調査
で
平成２７年度は
「充実感を感じてい
る」
　　　　７１％

1年生の部活動に対
する満足度を高める。

② 運動部の競技力向上を図る。

生徒会
指導課

平成２６年度総体総合順位
は２２位。

平成２７年度総体総合順位
は２８位。

Ｃ，Ｄが出た場合、主
管課で原因を分析し、
実施方法を再検討す
る。

平成２７年度
総合２８位
男子４１位
女子１６位

県高校総体で総合順
位２５位以内をめざ
す。

具体的取り組み

① 部活動の内容を充実させ、活性化
を図り、文武両道を目指す。

生徒会
指導課

１年生は全員部活動に加入
しているが、活動に満足して
いる生徒は71％にとどまっ
ている。時間が経つに従って
低下傾向にある。より満足
度を高める工夫が必要であ
る。

Ｃ，Ｄが出た場合、主
管課で原因を分析し、
実施方法を再検討す
る。


